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高松市民病院院長 和田 大助
地域の医療機関の先生方には､ 日頃より病病連携､ 病診連携にご協力を賜りありがとうございます｡

あらためて厚く御礼申し上げます｡

この度､ 念願でありました病院機能

評価に､ 一回で認定 (平成26年４月)

を受けました｡ 今年４月からの､ 診療

報酬改定や消費税のアップ等で､ 厳し

い年になるのではと懸念される中､ 病

院として久々に明るい話題となりまし

た｡

当院は､ 平成17年(2005)11月に病院

機能評価(ver.4.0) の認定を取得し､

平成22年(2011)に認定期間が終了して

いました｡ 新病院の移転計画がある中､

更新の時期をいつにするか悩みました

が､ 思い切って受審してよかったと思っています｡ 私たちの病院が､ 質の高い医療を提供し且つ適切な

活動が出来ているか､ また地域に根ざし安心､ 安全な医療サービスを提供できているか等について､ 改

めて私たちの病院を見直し､ また全国の他の病院と比較することも出来ました｡

今後は､ いろいろと指摘された点を改善し､ 今回の機能評価を契機として､ さらにいい病院になれる様

職員一同頑張る所存ですので､ 尚一層のご支援､ ご協力をよろしくお願い致します｡



近藤 昭男､ 福田 潤弥
いつも大変お世話になっております｡ 日頃より患

者さんを御紹介していただきありがとうございます｡
耳鼻咽喉科の守備範囲は首から上の脳と眼球を除く
部分で耳､ 鼻､ 口腔､ 咽喉頭､ 頸部､ 顔面とかなり
の広範囲です｡ 当院での治療方針は､ 世界標準の治
療を提供します｡ また､ 他科との垣根が低く､ 症状
や治療によっては各診療科の先生に指導いただきな
がら､ 連携をとり幅広い疾患に対応し診療を行なっ
ています｡
スタッフ紹介
○近藤 昭男 平成２年卒業｡
専門領域 耳鼻咽喉科一般 甲状腺疾患

○福田 潤弥 平成21年卒業｡
専門領域 耳鼻咽喉科一般

診療体制
近藤�木曜日を除く月曜日から金曜日の午前中の診

察です｡
福田�月曜日から金曜日の午前中診察です｡
午後�月曜日と水曜日に交代で診察しています｡

火曜日の午後はめまい検査や手術前の病状説
明などの予約診療となっております｡

木曜日､ 金曜日の午後は手術日です｡
その他､ 扁桃周囲膿瘍､ 急性喉頭蓋炎などの急を要
する疾患は適宜連絡をいただければ､ 対応いたしま
す｡

急性期疾患�鼻出血､ 喉頭蓋炎などの生命に関わる
疾患､ 及び感覚器官 (副鼻腔炎による眼症状など)
に影響する疾患に対して､ 保存的治療のみだけで
なく､ 手術的な治療も併用して患者の満足度を上
げます｡
急性副鼻腔炎�サイノジェクトによる副鼻腔穿刺､
洗浄をします｡ これにより手術をせずに完治する
例もあります｡
慢性期疾患�慢性副鼻腔炎､ 慢性扁桃炎､ 甲状腺腫
瘍などの疾患に対して積極的に手術療法を勧めて
いきます｡ 慢性副鼻腔炎では､ 平成24年12月より
ナビゲーションシステムが導入され､ より安全に

手術ができるようになりました｡ 手術的治療を拒
絶する患者さんも存在するので､ 保存的治療も提
供できる体制づくり (具体的に副鼻腔炎に対する
副鼻腔洗浄､ 慢性中耳炎に対するブロー液治療な
ど) を確立しています｡
できるだけ短期間で診断がつく診療体制�超音波
診断､ 穿刺吸引細胞診､ 針生検､ 内視鏡下生検な
どをすすめていきます｡
難治性耳漏�ブロー液治療を施行しています｡ これ
により数年間､ 耳漏に悩んでいた患者さんが完治
し､ 喜んでいただいた例もあります｡
アレルギー性鼻炎・花粉症�アルゴンプラズマ凝固
装置を用いて日帰り手術をします｡ 特に鼻閉に悩
んでいる患者さんにお勧めです｡
口蓋扁桃・アデノイド疾患�扁桃炎による咽頭痛､
発熱を繰り返す症例やIgA腎症､ 掌蹠膿疱症などの
病巣感染や上気道狭窄によるいびきや顎顔面発育
の影響がある症例に対して口蓋扁桃摘出術を施行
します｡ さらにアデノイド増殖症を伴っている場
合には従来はアデノイドを完全切除できなかった
が､ 内視鏡を使用してアデノイドを徹底的に切除
します｡
甲状腺疾患 (主に腫瘍) �当日に超音波検査を施行
し､ ある程度の診断をして､ 必要に応じて細胞診
検査､ 甲状腺ホルモン検査をします｡
外来日帰り手術�軽度な副鼻腔炎､ アレルギー性鼻
炎､ 扁桃周囲膿瘍､ 滲出性中耳炎などの手術をす
すめていきます｡
嚥下機能障害�嚥下機能チームと連携し､ 嚥下内視
鏡をすることが増えてきています｡
その他�唾液線疾患､ 声帯ポリープ､ 突発性難聴､
顔面神経麻痺､ めまい疾患など多様な疾患にも対
応しています｡

高松市民病院耳鼻咽喉科では､ 常勤医師２名と少
ないスタッフではありますが､ 外来､ 入院診療と一
丸となり頑張っており､ 各診療科と連携を図り､ 患
者の満足度をあげるようにしています｡ いたらぬ点
もあると思いますが､ 懇切丁寧な診療に邁進してい
きます｡ 今後とも患者様のご紹介､ ご支援をよろし
くお願い申し上げます｡
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座長 循環器内科 藤村 光則

平成26年６月23日に第２回高松市民病院地域連携カンファ
レンスをロイヤルパークホテル高松で開催しました｡
今回は､ 講師に徳島大学循環器内科の佐田政隆教授を迎え

て､ 動脈硬化の新しい考え方と生活習慣病対策という内容で
ご講演いただきました｡ 内容が非常に興味深いものであった
こともあり､ 月曜日という日程にもかかわらず地域連携の先
生方の参加も70名にのぼり､ 当院医師24名をはじめ研修医な
ど合計98名と多数の参加となりました｡
講演内容は､ 前半､ 最近の大学の教室紹介があり､ ホット

ラインを開設し救急対応を充実させていること､ 睡眠時無呼
吸､ 肺高血圧など幅広く循環器領域に対応できるように体制
を整えてきたこと､ さらに心不全､ 不整脈､ 高血圧などの従
来からの分野でも最先端の技術､ 治療を取り入れて診療して

いるなどについてわかりやすく説明されました｡
後半は､ 専門分野の一つである､ 動脈硬化についてup-dateな話がありました｡ 脂肪組織､ 特に内臓

脂肪と動脈硬化の関連は注目されてき
ていますが､ 今回は心臓周囲の脂肪に
着目し､ 動物実験での結果などもまじ
えながら基礎的な内容から臨床的な内
容まで幅広く説明していただきました｡
講演終了後､ 意見交換会を催させて

いただきましたが､ お忙しい中にも関
わらず多数の先生方に参加していただ
き､ 非常に有意義な意見交換ができた
と思います｡
以上のように今回も充実した地域連携カンファレンスを行うことができ､ 講演いただいた佐田教授､
参加していただいた地域連携の先生方に感謝いたします｡
来年度も本連携カンファレンスを開催していきたいと考えておりますので､ 今後ともよろしくお願い
します｡

佐田 政隆 教授
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患者さんをご紹介していただく際に､ 地域医療連携室へ事前にFAX予約を

お願いいたします｡ ｢高松市民病院FAX診療申込書｣ をご利用ください｡
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受付時間 平日(月～金) 8:30～17:00
※当日のＦＡＸ予約は受付できませんのでご了承ください｡
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５月８日(木) に 『一次救命処置 (BLS) について』 の演題で､
第２回介護関連施設職員研修会を実施致しました｡ 30名の施設職員
の方にご参加して頂き､ 講義のみならずAED実技を体験して貰いま
した｡ 当日行ったアンケート調査より､ ｢知っているつもりでいた
が実技をしてみて思った以上に大変だった｣ ｢入所者の急変時に生
かしたい｣ ｢施設でも自分が先頭に立ち職員へ指導していきたい｣
など多数のご意見を頂くことが出来ました｡ ご参加ありがとうござ
いました｡

６月26日(木)に 『いつものあの人と何かが違う！異常の早期発見
とポイントについて』 『鼻腔､ 口腔吸引の手技の確認とコツ』 の演
題で､ 第３回介護関連施設職員研修会を実施致しました｡ 34名の施
設職員の方にご参加して頂きました｡ 当日行ったアンケート調査よ
り､ ｢利用者の少しの変化にも気付けるようにもっと利用者と関わ
りたい｣ ｢現場での異常早期発見が遅れることがないよう報告・連
絡・相談の体制をより密にとっていきたい｣ など多数のご意見を頂
くことが出来ました｡ ご参加ありがとうございました｡
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日 時 平成26年9月17日(水) 午後7時～

｢H.pylori感染症について｣ 消化器内科 多田 早織 医師

｢アトピー性皮膚炎について－原因・診断・治療に対する最近の動向－｣
小児科 渡邊 俊之 医師

昨年度までの ｢症例検討会｣ を今年度より ｢地域医療連携セミナー｣ に呼称変更致しました｡

場 所 高松市民病院 西館２階 西会議室

※事前申し込みが必要です｡
お問い合わせ先�地域医療連携室 TEL�087-834-2181(代表) FAX�087-834-2223(直通)
日本医師会生涯教育制度の体験学習1.5単位カリキュラムコード (50, 53, 26) 取得
当日は､ 軽食をご用意しております｡
一人でも多くの先生方のご出席をお待ちしております｡

演 題


